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温室効果ガスの削減シナリオの提案に向けて

背 景

成 果

期待される効果

戦略研究 

未利用バイオマスや地域資源を活用した環境調和型社会の形成、脱炭素に向けた方策の
立案に貢献する。

気候変動の緩和に対応するため、地域特性に応じて温室効果ガスの排出
削減・吸収促進を行うための方策が必要とされている。

分担試験場：エネルギー・環境・地質研究所、酪農試験場、畜産試験場、林業試験場、林産試験場、中央水産試験場、北方建築総合研究所
共同研究機関（協力機関）：信州大学、秋田県立大学、（北海道・産総研北海道センター・オホーツクビーンズファクトリー・ 後志地区水産技術普及指導所 等）

１ ２ ３廃棄系バイオマスの利用実態 畜産分野の排出源の実態 吸収源である天然林の面積

市町村別の肉牛の飼養頭数廃棄物処理施設の実態把握

北海道の土地面積の
約50%を占める天然
林の炭素吸収効果の
算定に向けて。

廃棄系バイオマスか
らのエネルギー回収
促進に向けて。
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市町村別の天然林面積

最終成果のイメージ
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焼  却

堆肥化

メタン発酵

バイオ炭
500

1,000
2,000
5,000

65,000

家庭系生ごみ
焼却量[t/y]

牛の呼気から排出
される温室効果ガ
スの低減効果の可
視化に向けて。

（統計資料を基に作図） （統計資料を基に作図）
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